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　著者の中野信子氏は、脳科学者、医学博士、認知科学者などいろいろな肩
書きを持ち、現在、数多くのテレビ番組のコメンテーターとしても活躍して
いる。脳や心理学をテーマに研究や執筆の活動を精力的に行っており、科学
の視点から人間社会で起こりうる現象及び人物を読み解く語り口に定評があ
る。私は以前から氏の発想や見方、考え方に興味があり、本書の内容は、一
見、起業教育研究会の内容と無関係にも思えるが、脳科学の視点からの脳の
使い方、発想法は、ビジネスの世界や起業精神にも通じる部分も多く、今回
の書評に取り上げることにした。

　脳科学者として幅広い活動をされている氏が、脳の研究を志したのは、自
分の行動に対する周りの指摘からだったそうだ。幼少期から自分の行動につ
いて周囲と異なるという指摘があり、中学生の時には「なぜ皆はテストでい
い点を取らないのか」と発言し、クラスメートを驚かせ、「みんながどん引
きしているのを見て、いよいよ自分は崖っぷちだ、どうにかしなければ」と
思ったそうである。そして、脳の働きを勉強することがその手がかりとなる
と思い、脳科学の研究を始めたのだった。

　2020年代に入り、新型コロナによるパンデミックやロシアのウクライナ侵
攻、イスラエルとパレスチナ情勢など、世界は混迷を極めているが、その中
で私たちが何に希望を持ち、どのように考えて人生を生きていくのかという
問題について、脳科学や心理学などの科学的知見をベースにして、その手が
かりとなる考え方がまとめられている。中には、恋愛やお金、幸運のつかみ
方など身近なテーマもあるが、一方では、これからの社会を生きていく上
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学長賞

●商学科１年　　　　森本都生　　「くるっぱクリップボード」
私のアイディアは既存のクリップボードに新しいアイディアを追加したものです。既存のクリップ
ボードは紙を裏返す際、クリップから紙を外し裏返さないといけません。そのため必ず両手を使わ
ないといけず、さらにクリップを外す時、下に重ねてあった紙がズレたり落ちたりします。私のア
イディアはクリップが180度回転します。回転することにより、片手で素早く紙をクリップから外
さずに裏返すことが出来ます。これにより紙を気軽に両面使用することもでき、SDGsにも繋がり
ます。

副学長賞 ●公共学科２年　　　田中　翔　　「らくらくお薬ばこ」

東大阪商工会議所
会頭賞 ●商学科２年　　　　阪口遥海　　「占いペン」

NPO法人
東大阪地域活性化
支援機構理事長賞

●商学科３年　　　　有賀勇真　　「谷岡記念館レトロ喫茶」

審査員特別賞
●経済学科３年　　　永井柚帆　　「脱げない、痛くない、邪魔しないヒールカバー」
●商学科２年　　　　阪口遥海　　「すっぽりin（スッポリン）」
●公共学科１年　　　山口赳留　　「肘置き＆ボトル洗剤収納型バスチェア」

企業賞 ●経営学科１年　　　飯田朝陽　　「3way踏み台BOX」

オーディエンス賞 ●商学科２年　　　　阪口遥海　　「すっぽりin（スッポリン）」

学長賞

●商学科４年　　　　左近のぞみ　「洗う時に便利？！水跳ねしないお玉」
「洗う時に便利？！水跳ねしないお玉」は調理器具を洗う人を対象とした商品です。従来のお玉は
カーブしている所に水が当たると、外に向かう水の勢いを抑えるものがなく広範囲に水が跳ねてし
まいました。しかし、「水跳ねしないお玉」はお玉の中央部分から外側に向かって三重の凹凸が付
いていることで、水の勢いを抑えることができ、水が跳ねにくくなります。また、３重の凹凸が目
盛りとなっており大さじ１、大さじ２、１/4カップの３種類の計量をすることができます。

副学長賞 ●経営学科４年　　　藤田彩華　　「どこでもごみばこ」

東大阪商工会議所
会頭賞 ●経営学科３年　　　乾口翔大　　「手助けドア」

NPO法人
東大阪地域活性化
支援機構理事長賞

●公共学科２年　　　三宅愛未　　「2way ピンセット・トング」

審査員特別賞

●商学科２年　　　　秦　美羽　　「型取り下敷き」
●経営学科３年　　　鎌田翔太　　「バス空席丸わかりシステム」
●経営学科４年　　　小山蒼夢　　「安眠できるネックピロー」
●商学科２年　　　　柳澤志哉　　「枕変身カバー」

企業賞 ●経済学科３年　　　倉元拓摩　　「多機能クリップ～何個あっても困らない～」
●経済学科２年　　　尾田豪太　　「文庫本専用本棚（仮称）」

オーディエンス賞 ●経営学科４年　　　藤田彩華　　「どこでもごみばこ」
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で、特にビジネスの場面においても有用な考え方や発想のヒントが書かれて
いる。大衆娯楽的な読み物ではあるが、思わず「なるほど」とうなずいてし
まう部分が数多くある。肩の力を抜いて読める一冊であると思う。

☆�一例を挙げると、「自己肯定感を高める脳の使い方」では、自分に視点を
戻し、健全な自己肯定感を高めるためには、自分で自分を否定するような
状態からではうまくいかず、どのような態度でいることが必要かを説いて
いる。

　○�自分が「心地いい」と感じることをすると「報酬系」が刺激され、ある
がままの自分で生きられる。

　○�好奇心を大切にし、新しいものごとを知ろうとしていると、むしろ自分
らしく生きられる。

　○�自分の「嫌いな部分」をポジティブにとらえ直せば、自分だけの才能に
変わる。

　○�自分をほめてあげるだけで、自己評価が高まり、本当に「そのような自
分」になる。

　○�「見た目」を整えたり、前向きなフリをしたりするだけで、自ずと自己
肯定感が高まる。

　CHAPTER １　　人間関係が楽になる方法
　CHAPTER ２　　苦手な「あの人」とうまくいく接し方
　CHAPTER ３　　恋愛のチャンスのつかみ方
　CHAPTER ４　　お金との向き合い方
　CHAPTER ５　　自己肯定感を高める脳の使い方
　CHAPTER ６　　「嫌な気持ち」に対処する方法
　CHAPTER ７　　報われる正しい努力の方法
　CHAPTER ８　　効果的な勉強のやり方
　CHAPTER ９　　幸運のつかみ方
　CHAPTER 10　　人生の質を高める方法

起業教育研究会　企画委員
奈良県立商業高等学校
校長　谷口　達之輔

　「スタートアップ」という言葉がよく聞かれるようになって久しい。
　スタートアップに明確な定義はないが、革新的な技術やビジネスモデルの
事業を営み、社会に新しい価値をもたらしながら、短期間で急成長を遂げる
意欲を持つ企業を指す。ひと昔前の「ベンチャー企業」はIT関連分野が中
心だったが、スタートアップは分野を問わない代わりに社会課題解決の要素
が加わったイメージだろうか。
　政府は2022年を「スタートアップ創出元年」と位置づけ、今後５年間でス
タートアップへの投資額を現在の10倍となる10兆円規模まで拡大することを
視野に「スタートアップ育成５か年計画」を策定した。しかし、スタートアッ
プに対する日本社会のイメージは様々である。「素晴らしいとは思うが10年
後も存続しているのか疑問」「自分が就職するとしたら不安」という声がよ
く聞かれる。
　高等学校の商業科目「ビジネス基礎」の教科書でも、スタートアップは取
り上げられている。しかし、私は商業科教員として授業中にスタートアップ
のことを正しく伝えられているだろうか。また、就職指導を含むキャリア教
育の様々な場面で、いま社会で起こっている変化を適切に紹介できているだ
ろうか。自分自身の知識と価値観をアップデートするために、この本を手に
取った。
　著者の清水雄一郎氏は転職サイト「DODA」の立ち上げなどを経て、現在
はスタートアップ支援を行う「フォースタートアップス株式会社」の代表取
締役社長を務めている。若手の多いこの業界にあって、1972年生まれ（現在
51歳）ということで、私にとっては安心感（親近感？）を持って読み進める
ことができた。

　全体は４つの章に分かれている。

「スタートアップで働く」

著者：志水　雄一郎
出版：�株式会社ディスカヴァー・トゥエ
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